









                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  











































                          様 式 ７  
論文審査の結果の要旨及び担当者 
       氏  名  （  美島  雄士  ）  














小野  潔 
奈良  敬 
鎌田 敏郎 
多田 元英 














 第 1章では，本研究の背景，目的および方法について述べている．  




















 第 5 章では，本研究で得られた結論の総括を行い，さらに今後取り組むべき課題について示している． 
 
 以上のように，本論文は，フィレットを有する鋼製ラーメン橋脚の隅角部に着目し，従来から問題となっているせ
ん断遅れの影響を考慮することによる断面の厚板化，レベル 2 地震動に対する安全性照査方法の未確立などの課題に
対して，フィレットおよび隅角部の弾塑性挙動を詳細に解明して常時からレベル 2 地震動までを包括する新たな設計
法を提案したものであり，今後の鋼製ラーメン橋脚隅角部の合理化やレベル 2 地震動に対する安全性確保に資するも
のであると評価される． 
 よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める． 
 
 
